
農業土木職の
実務について

千葉県農林水産部耕地課（R1.11)
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◆農業土木職の配属先について
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多くの場合、農業事務所
など地域の出先機関に配
属される
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＜農業土木職の仕事＞



房総丘陵：
最高４０８ｍ
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都市農業地帯
地の利を生かし、首都圏
向けに畑作を行っている。
用水は、小規模な井戸等。

大規模農業地帯
大規模用水事業により、
利根川を水源とする用水
供給を行っている。
九十九里地域は、用水が
不足気味のため、反復水
も利用している。

中山間・観光農業地帯
丘陵から海までの距離が近
く、広い耕地を得にくい。
水源は、中小河川やため池
に頼っている。

・平均海抜４５ｍと全国一の低地
・中央部は北総台地（畑）
・北部、北東部は平坦な水田地帯
・東京湾沿岸は住宅地や工業地帯
・農業水利施設等を管理する、土地改良区

は全国で３番目に多い１９１地区
・受益面積が１００ha以上の基幹水利

施設９０７のうち、５９%に当たる
５３６施設が耐用年数を超えている状況

本県の面積 51.6万ha
うち農地 12.7万ha

(水田 7.5万ha 畑5.2万ha)

◆基盤整備の推進について（１）
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◆基盤整備の推進について（２）
農業農村整備事業の推進方針

「ちばの食と農を支える 水・土・里 づくり」

・「水」の保全
（安定的な生産を図る用水・排水の確保）

－農業水利施設の機能の保全－

・「土」の強化
（担い手育成を図る農地利用集積の推進）

－農業生産の基盤と体質の強化、

災害復興と防災力の強化－

・「里」の再生
（農村の活性化を図る地域活動への支援）

－農村の協働力、コミュニティの維持と

農村環境の維持－
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◆基盤整備の推進について（３）

【現状・課題】
・農業水利施設の老朽化

⇒長寿命化対策、更新整備

・農業従事者の高齢化・減少

・米価の下落や食のグローバル化（TPP）
⇒担い手の育成、農地利用集積を推進する

ために ほ場整備事業などの基盤整備

・ゲリラ豪雨や都市化の進展
⇒農村の防災・減災対策の推進

用水機場（香取市）水路橋（東金市）

ほ場整備（横芝光町）

排水機場（白子町） 法保護工（鴨川市）
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◆基盤整備の推進について（水利施設の老朽化）

用水施設

排水施設

【整備延長】
・用水路 １，１１５ ｋｍ
・排水路 ４３３ ｋｍ
・ダム、堰 ４１０ ヶ所

（基幹水利施設：受益１００ｈａ以上の施設）

※ 約半数が耐用年数を超えている。

【特徴】

・半島性 ⇒ 用水源の不足

・低い平均標高 ⇒ 排水不良
・県内の農業用水 ⇒ １５４㎥／ｓ

※うち、６割を利根川に依存

新川用排水機場（東庄町）



●大規模化されたほ場
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◆基盤整備の推進について（水田の基盤整備）

●担い手による大型機械での収穫

整備前 整備後

袖ヶ浦市での
ほ場整備の例

●工事実施中のほ場整備事業
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◆基盤整備の推進について（農村の防災・減災対策）

本県は、四方を水で囲まれており、低
平な水田地帯が広がっている。
また農地周辺流域の開発が進み、流
出率が増大し、農地が度々湛水。
近年では大きな被害が発生。

県の南部を中心に、
地すべり防止地域の指定

……５４地区(3,579ha)

農地の湛水対策農地の湛水対策

県内のため池は１,２７９カ所
地震や集中豪雨により、全国的に被
災するリスクが高まっており、防災・減
災対策が求められる。

ダム・ため池対策ダム・ため池対策

背景写真：２０１５．９．８の大雨により冠水した柳耕地地区（野田市）

県内には、過去の工事で農業用水路
に約８７４ｋｍの石綿セメント管が使用
されており、安全で耐震性のある塩ビ
管への改修が急務！

石綿管対策石綿管対策地すべり対策地すべり対策
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農業土木職員の研修

入庁後、農業土木職員対象に各種研修を行っています。
（以下は採用１年目の主な研修です。）

研修名 概要

農業土木職員初任者研修 仕事を進める上で必要な制度や業務の流れに
関する研修（現地研修含む）

標準積算システム研修 工事費等を算定するために必要な積算システ
ムの操作研修

農業土木ＣＡＤ研修 工事用図面の作成に必要な操作研修

構造物モデルを利用した農
業土木職員専門研修

実物大のコンクリート構造物モデル等を利用
し、構造設計と施工管理等の技術力向上を図
る研修
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農業土木職員の実務

１ 事業の計画

２ 調査・測量・設計

３ 積算・工事監督

農業土木職員は、農業基盤整備を推進しており、
その業務は大きく次の三つから成っています。



事業が農業についての基盤整備を目的としていることから、
農家などと今後の営農形態や維持管理の問題点等を話し合い、
その問題点を解決するための「事業計画」を作成します（多
くの土地改良事業は、農家などからの申請により実施されま
す）。

１ 事業の計画

土地改良事業は、道路、
河川事業等と異なり、
農家の費用負担を伴う
ことが多いため、地元
との調整が大事です。

１０



１ 事業の計画

豪雨で農作物が傷まないよう
に農地の水はけがよくなって

ほしいな・・・

排水路を拡幅しよう
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排水路拡幅計画

横断図(断面図)

現況 計画

１ 事業の計画

断面を確保し、
下流との勾配
を調整する

１２



１）土質調査

ボーリングなどの方法で土質（地盤）の調査を行います。

２ 調査・測量・設計

調査や測量の
作業は、大部
分を外部に委
託しています

１３



２ 調査・測量・設計

作成年月日
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Ⅱ型排水路　L=2061.118m　Q=11.34m/s調査や測量の
作業は、大部
分を外部に委
託しています

１４



３）設計

工事実施に必要な設計を行います。

２ 調査・測量・設計

鋼矢板による護岸三面張水路による護岸

設計作業も、
大部分を外部
に委託してい

ます

１５



積算

入札などにより、工事を行う建設会社等を決定するため
に、設計をもとに基準となる工事の価格を算定します。

３ 積算・工事監督

工事の図面や、材料や工事行程
の数量を整え、専用の積算シス
テムに入れ込み工事価格を算定

します。

１６



工事監督

・建設会社等が、設計書のとおり工事が完成するよう監督
します。

３ 積算・工事監督

施工された水路底が、設計
の高さ通りか、確認します。

設計のとおり、鉄筋が配置
されているか確認します。

１７



３ 積算・工事監督

完成後写真工事前写真

機能面、安全面、コスト軽減、維持管理面
などに配慮された水路が完成しました。

１８



３ 積算・工事監督

完成後写真工事前写真

排水路だけでなく、道路や用水路も整備
され、機能的で使いやすい水田の区画整
理が完成しました。

１９



その他

小学生の校外学習時に
依頼され、施設の説明
（堀川排水機場）

小学生の校外学習時に
依頼され、田んぼの生
き物調査や田植え体験

２０
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１．年齢構成(職員数179名)

30歳以下
41%

31～40歳
15%

41～50歳
19%

51～60歳
19%

61～65歳
6%

職員データ（農業土木職）

３．時間外勤務の状況
→月平均11.5時間
※忙しい時期と余裕のある時期があります。

２．年次休暇（有給休暇）

→平均日数10.5日
※上記の他、夏季休暇

(6日)や結婚、子育ての際に
取得できる特別休暇等様々な
休暇制度があります。

※年齢構成は令和元年４月１日時点
年次休暇及び時間外勤務の状況は平成29年度の実績を基に算出
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農業農村整備事業の広報活動
→インターンシップや現地見学会を実施してます。
（例年８～９月に実施)

インターンシップ
※農業事務所でも実施しています。

現地見学会の実施状況
（R1はダム、ほ場整備の地区等を見学）

（測量作業）

（成果発表）
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◆農業土木職 採用試験の実施状況（平成28年度以降）※上級職

試験年度
採 用
予定数

申込者数
第１次
受験者数

第１次
合格者数

第２次
受験者数

最終
合格者数

合格倍率

37 27 24 23 21

(9) (5) (4) (4) (3)

22 18 17 13 12

(5) (4) (4) (2) (2)

37 28 25 22 14

(7) (6) (6) (6) (6)

27 19 18 18 12

(8) (4) (4) (4) (4)

※１ カッコ内は女性で内数を表します。
※２ 合格倍率は、第１次受験者数÷最終合格者数で計算しています。

令和元年度 21 1.3

11平成２８年度

平成２９年度 2.0

1.6

13

平成３０年度 11 1.5


